
 
 攪拌技術セミナー Mixing Vision 2026 開催概要  

日時 ： 2026 年 11 月 19 日(木) 10:00～18:30 

場所 ： オービックホール 大阪府大阪市中央区平野町 4-2-3 

※詳細はお申込みいただいた方にメールで連絡いたします。 

 

受講料 ： 8,800 円（消費税込、昼食、懇親会付） 

定員 ： 200 名（事前登録制）  

主催 ： プライミクス株式会社 乳化分散技術研究所 

 

 プログラム  
 

9:30 ～ 開場 
 

10:10～10:55 セッション 1（45 分） 

当社の乳化分散技術研究所でテスト業務(PRIMIXOLOGY CHALLENGE）を担当している細川より、高

速攪拌機の選定方法とスケールアップについて基礎から講演いたします。 

 

■高速攪拌機の選定方法およびスケールアップの基礎 

【講師】 プライミクス株式会社 乳化分散技術研究所 用途開発課 細川 達暉 

 

攪拌は製品品質を左右する重要な単位操作であり、特に分散や乳化では使用する攪拌機の選

定が品質に大きく影響します。高速攪拌機は強いせん断力を利用して粒子や液滴を微細化できる

一方で、目的や材料に適さない機種を選定すると、期待する品質が得られないだけでなく、生産性

の低下や実機へのスケールアップ時に課題が生じる場合があります。 

高速攪拌機にはさまざまな種類があり、それぞれ特徴や適用範囲が異なります。本講演では、高

速攪拌機の基礎知識と代表的な特徴、選定の考え方について解説します。また、ラボ試験結果を

実機へ展開する際に重要となるスケールアップの基本的な考え方を紹介します。生じやすい課題

を例に挙げながら、初めて攪拌技術を学ぶ方にも分かりやすく解説します。 

 

11:05～11:50 セッション 2（45 分） 

当社の乳化分散技術研究所で開発業務に携わる仁井より高速攪拌機を対象とした、CFD 解析と実液

試験（PIV）の実例をふまえて CFD の活用事例について講演いたします。 

 

■高速攪拌における CFD 解析の妥当性検証事例の紹介 

【講師】 プライミクス株式会社 乳化分散技術研究所 新製品開発課 仁井 翔一 

 

近年、CFD 解析（数値流体解析）は計算機性能の向上とともに普及が進み、攪拌装置の設計や

プロセス開発においても広く活用されている。特に高速攪拌領域では、槽内の流動状態や分散性

能を事前に予測できる手法として期待される一方、複雑な流れを伴うことから、解析結果の妥当性

を適切に評価することが重要である。 

本講演では、当社製高速攪拌機「テレコルタ R」を対象として実施した検証事例を紹介する。実液

を用いた PIV（粒子画像流速測定法）による流動解析結果および分散試験結果を CFD 解析結果と

比較し、高速攪拌領域における流動場や分散の再現性について報告するとともに、混合・分散プ

ロセス開発やスケールアップ検討における活用可能性について報告する。 

https://www.google.com/maps/search/%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%BA%9C%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%B8%82%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E5%8C%BA%E5%B9%B3%E9%87%8E%E7%94%BA4-2-3?entry=gmail&source=g


 

12:00～13:00 休憩（60 分） 

 

13:00～14:30 セッション 3（90 分） 

大阪公立大学で全固体電池の研究開発に携わる棟方先生に全固体電池の概要を説明いただくととも

に、製造プロセスの技術課題や今後の展望についてご講演いただきます。 

 

■全固体電池の研究開発～ 実用化に向けた粉体プロセスの課題と展望 ～ 

【講師】 大阪公立大学 全固体電池研究所 特任准教授 棟方 裕一 先生 

 

リチウムイオン電池の可能性を大きく広げる技術として、電解液を固体電解質に置き換える「全

固体化」が近年大きな注目を集めている。本講演では、全固体化によって得られる高安全性、高

エネルギー密度、作動温度範囲の拡大などの特長を概説するとともに、それにより拓かれる電池

の新たな可能性について紹介する。続いて、電極層や電解質層の形成に関わる技術課題を整理

し、粉体の設計、分散、スラリー化、塗工といった製造プロセスの観点から、量産化・実用化に向け

て今後取り組むべき要点と展望を論じる。 

 

14:30～15:00 休憩（30 分） 

 

15:00～16:30 セッション 4（90 分） 

佐賀大学で化粧品科学の教鞭をとられる徳留先生に、皮膚科学や薬剤学、経皮吸収の研究を通じた

化粧品づくりの製剤設計と経皮吸収についてご講演いただきます。 

 

■化粧品製剤から考える経皮吸収〜 油剤の選択とナノ粒子による皮膚へのデリバリー 〜 

【講師】 佐賀大学 コスメティックサイエンス学環 教授 徳留 嘉寛 先生 

 

皮膚は、外界から生体を守る優れたバリア機能を有しており、化粧品成分を皮膚内部へ送達す

るためには、このバリアをどのように通過させるかを考える必要があります。一方、成分の皮膚へ

の浸透性は、その成分自身の性質だけで決まるものではなく、製剤に使用する油剤の種類や製剤

化の方法によっても大きく変化します。本講演では、皮膚バリアと経皮吸収の基礎について概説し

た後、使用する油剤の違いが成分の経皮吸収性に与える影響について、演者らの研究成果を紹

介します。さらに、ナノ粒子を利用した皮膚への物質送達についても紹介し、化粧品製剤設計と経

皮吸収との関係について考えます。 

 

 お申込み方法  

2026 年 9 月 14 日 10 時から 下記からお申し込みいただけます。定員になり次第、締め切ります。 

 

https://forms.gle/iQjktzcHTxrEAkhy9 

 

※当セミナーは事前登録制です。 

※当セミナーは弊社のユーザー様限定です。同業の方のお申込みはご遠慮ください。 

※この情報は 2026 年 9 月現在のものです。予定が変更になる場合もございますのでご了承ください。 

 

 お問い合わせ  

プライミクス株式会社 セミナー担当 

E-Mail. info@primix.jp 

営業時間 9：00～17：30（土日祝祭日休み） 

 

Mixing Vision（ミキシングビジョン）は、企業で研究や生産に携われている方や大学教授など攪拌技術に精通されてい

る方をお招きし、研究成果の発表や攪拌理論のプレゼンテーションをしていただいている技術講演会です。1975 年に

ミキシングサロンの名称でスタートしました当セミナーは今回で第 28 回目となります。 

https://forms.gle/iQjktzcHTxrEAkhy9

